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《特 集》 

実習一日の流れ 

－ 4 － － 5 － 

午前の実習内容を午後

の実習担当の方に伝

え、引継ぎを行います。 

休憩時間には、利用者

との会話を促します。 

夕方には、

今日一日

の振り返

りを行い

ます。 

今日の作業内容を

説明し、手順などを

実習生に伝えます。 

仕組み 
実習指導に参加して 
 

おはようご
ざいます！ 

今日の午前は私

が担当します。 

精神保健福祉援助実習及び、看護学生の臨地実習の受け入れ施設と

して、毎年数十名の実習生を受け入れ、職員が指導にあたっていまし

た。しかし、通常業務の他に実習生の対応をすることは負担が重く、積

極的に取り組めずにいました。そんな時、所内の案内や活動紹介、作業

の説明は利用者にもできる！と思いつき、一緒に実習指導をやってみ

たい利用者を募り、2019年 9月からスタートしました。 
 

はじまり 

利用者による実習指導を受けて 
 

初めの頃は、何からどう伝えて指導してよいか

わからず悩みました。徐々に慣れていき、実習

生が様々な気付きを得て成長される姿を見て

やりがいを感じるようになりました。今では、と

ても楽しい仕事になっています。 （和泉成俊） 

  
 

実習を通して、作業所に通っている障害者が普

通の人間と変わらないと感じ取ってくれると嬉し

いです。一日の振り返りで「楽しかった！」と言っ

てくださると、実習指導者としてやりがいを感じ

ます。                  （松井和子） 
 

実習指導者の要件…体験談の発表経験者 

シフト…9：15～12：30 12：30～実習終了時間 

1日 2交替制。4名の実習指導者が毎月シ

フトを組んで業務にあたる。 

工賃…実習謝礼を工賃会計に繰り入れ、経費

20％を引いた金額を作業時間によって受

け取る。実習指導をしつつ参加する作業

の工賃も重複して受け取ることができる。 

2022 年度実績…4 月下旬から翌年 2 月中旬まで

の期間、6 校 59 名の学生を受け入れた。

工賃収入は 318,000円。開所日 240日中、

96日間受入れた。 

 

担当者は 9:15 に出勤して準備し、実習

生を待ちます。事業説明と所内の案内

をし、夕方には実習の振返りを行い、

実習生の質問に答えたり、障害者手帳

をお見せし、福祉制度の説明をしま

す。要望があれば体験談も話します。 

聖徳大学 

嶋田由枝恵先生 

オフィス クローバーさんの実習では、学生が笑顔でのびのびと楽しそうに作業を

しています。学生たちは、自分のペースに合わせた利用者さんの親切な実習指導

に感激しています。これは、学生たちが患者さんへのケアをする際の大切な学び

にもなっています。共に作業をすることで、障がいと共に生きる方々と同じ目線で、

社会で協働できる看護師を育てていただいております。 
 

最初は緊張していて不安で一杯でしたが、職員の方も利用者さんも優しくて、わか

らないことがあったら、一から説明してくれるので安心して実習ができました。全員

がどの作業に対しても責任をもって仕事をしていて、自分の役割を果たす事の大

切さを理解して取り組んでいるのだな、と思いました。    （聖徳大学 3年 I．M） 
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